
Aβ頭kar　i　Zarijranの宗教史的

　　　　　意義について

伊 藤 義 教

　Aβ悪tkar　i　Z綻6ran　『ザレールの行伝』が中期イラーーン，なかでもアルシャク王朝

中葉以後からサーサーン王朝にかけて，その窟教・文化・言語ないし文学などの諸分野

にわたって有する意義については古くからかなりに理解され，筆者もまた機会あるごと

にそれらのうちのいずれかについて触れるところがあった（魏稿“ブンダヒシュン書の

　　　　　　　　　　　　　　　　序・序章とety｝｝iolOgica　BUndahiSnic乙Uこついて”⊂『爾南アジア研究』No．6〕；‘‘Aβ一

ya七k巌izar§瓢nの詩形謝1｛量について”⊂『言語研究』No．443参照）。　しかし一般的

にいってこの撚のもつ宗数史的惹昧はこれまでのところ，十分に解明把握されていると

は言いがたい。今iヨ残存している中期パルティア・ペルシア訳書にして，本書のように

純宗教的でなく，叙箏文学的な性格を多分にもつものが，イラーンのイスラーム化に抵

抗して伝持されたということは，本書がやはりそれなりに深い意味をもつものであるこ

とを予想させる。なるほど本書のもつ宗教素的意義もすでに指摘されてきた。それは要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するにイラーンと塞外民族との闘争をvist我sP王という，親ザラスシュトラ訳者と，

Arj翫sP王という，反4ラーン・反ザラスシュトラ教者とのあいだの宗教戦争に托して

叙禦文学的に展開させたものだというのである。もちろん，それも誤ってはいない。ア

ヴェスター書にすでに登場するこの二人物や，　ウィシ、、タースブヨ三の王弟Z霞6「とい

って，Aβy醐煮r　i　za廼r乱11において陣頭指揮にあたる軍将も，　Zairi鴨iriの形でその

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名をアヴェスター書に連ねており，　またウィシュタースプ王の賢知の宰相JamaSP

はD萌灘蝋spaとしてはやくすでにガーーサーに登場しており，殊にかれと王とのあいだ

に交わされた問答は“預嘗の文学”としてAβy砒k厳iZam鵠凶く『ジャーマー・一スプの行

伝』その他をつくりあげている。こういつた断片的な紹介だけでもAβy我tkar　i　Zar§ral｝

の宗教史的意義は容易に推知されよう。しかしそのような既知のデータに甘んじること

なく，本書のもっこの方面の慧義をさらに細部にわたって掴握したいというのが，筆者

の願いである。そうしてこそはじめてこの轡のもつ宗教史約意義や，かかる叙事文学約

作品が鶴故ザラスシュトラ教徒のあいだに伝存して今1三［に至ったか　　その理由や根拠
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　Aβya七kar　i　Zarδ瓶nの宗教史的’意義について

の一端をもきらに鮮明にすることができると考える。そういう意味からここでは焦点を

二箇所にしぼって，聞題の所在を明らかにしたい。二箇所というのは一は§62，もう一

つ，そして特に重要なものは§§171）一21である。

　まず§62であるが，流布本（」．Da，stur　M．　JAMAsp－AsANA：Pah1乙Lvi　Texts　I，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bom1）ay　1897，　pp．1－16）にはつぎのようになっている：1）Pas　vistasP－siLh　aPa「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

Z6z6t　ut　apac　6　kay－gixs　nlsln6t　ut　Z翫ma＄p　i　bitazsδpes　Z噸δ6t　ut　96βet　ku

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
＋aiiiiLh　（t。　Slllih）　b飛七ξitδn　ceγ6n　t6　Z我1nasp　96β琶h　ce　lll・a　ll　diz－！　i　rδδell　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fram瓦y6m　kartalu・t　h汽n　diz　dar－bξLnd　han　i蕊s61・6王ユb6　fram汎yδm　karta脳しvesan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　pusar翫1ユu七br乱ar翫11　t・t　viSPuhral勲a玉｝dar　h翫n　diz　fram証y61｝1　ka漁n　Eutコ1ユ1sastan

甑ye七kuδdast　d聴mδ亙｝am16　ras611d一一“そこでウィシュタースプ王はたちあがり再

びカイの王座に坐し，宰相ジャーマースプを前に召して雷つた「おんみジャーマースプ

の言われるように事態がわれらに起こるともよし，というのは，自分は一鏑城を築かせ

よう，そしてその城に欄，しかも鉄のものを造らせよう。子らや兄弟らや王族らといっ

たものたちをその城の中に入れさせよう。敵どもの手に落ちないことも可能です」と。”

一一一 @　　これは明らかに　Var　i　Yam】〈art“ヤムのつくったワル”（いわゆるイラー

ンのノアの方舟）に範をとっている。アヴェスター轡ウィデPtウダート第2章以来，この

ヤム城は幾多のパフラヴィー語書に敷術記載さオしている。ところで，このヤム城の意義

が一磁の終末観的なものとなって展闘するのは，イラーン語文献の示すかぎりでは，パ

フラヴィー語書を待たねばならないが，しかしイラーン語以外の三献を援用することに

よって，ヤム城が当初から終末観的意義を有していたことを明らかにすることができる。

イマ（ヤム）の治世は本来千年であるが，かれによる大地拡張の最終作業がおわって治世

900年を経たとき，Dai七ya川のアルヤン流域，いわゆるAiryana　Vaejah＞Eran－ve］

において人天の集会が催され，その席上アフラ・マズダーがイマに気象の激変があるこ

とを予告し，これにそなえてワルを構築し，最上種の入・畜・火・植物を移し入れて種

族保存をはかるの要を指示したので，イマはこれに従ってワルを構築した。しかしかれ

はアフラ・マズダーに罪を得て蒙塵，大海のほとりを彷浪し，AZi　Dぬ歌aのために

Spi七yUI－Eしによって殺される。アヴェスター原典はこの蒙塵を含む100年の数字を示さ

ないが，これは疑う余地がない。蕎年は人寿としては・長いかも知れないが，それほど長

い奪所でもない。ただその百年によってイマの千年紀が円成されるというところに意義

がある。この百歳の意義は仏教経典においても指摘できる。特に経道滅尽後の百歳とい

う表現などは，明らかに終末観的な意味において把握されねばならぬ。イマの場合は，
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アヴェスター書そのものはこの百歳中にワルの構築されたことを推測せしめるのみで，

このワルの開披がいつ行われるかを示していない。ただ気象上の悪条件が“諸冬”と衰

現され，豪雪のために諸所にいた一類の三分の一のみ難を避けうるにすぎず（Vid5vditt

223），しかもその雪の溶解後は雨水大地に礪漫して畜類の足跡もそのあとを絶つに繁

ることを認っている　（§§22－24）だけである。　“諸冬”（§22）をザンドには註して

Malk6s翫n　g6β6nd‘‘「マルコースの」と人びとは呼んでいる”と雷っている。パフラヴ

ィー語書は概して“マルコースの冬”といい，時には“マルコースの雨”ともいってい

る。この上露は罪薇を浄めるか，ないし郷を罰することをも’鳳的としているようで，そ

のことは“このけがれた可晃世界1こ”（§22）それが到来するといわれていることから明

らかであり，その点，一種終末観的なものを想わせる。イラーンの豪雪は旧約聖欝の大

洪水とは異なって，「一“終末時”に展開するのである。かかるイラーン的特色はZalld

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　iV‘、human　Yasnと同じように，いわゆる＊Vlstおp－n翫makとでも称すべきものを典

拠としているやにみられるX湧σεζピTστ面πωからも明らかにされる。この＊Vi首掘sp－

lLILn：lak『ウ／シュタースプの書』からは上述した『ジャーーマースブの行伝』も由来して

いると考えられている。XρijoecgくTστ面πω『ヒゥスタスペースの予煮』すなわち『ウ

ィシュタースプの予言』はすでに散失しているが，Just沁us（A．　D．150），　Clcmens　Alcx一

Imdrlnus（A．　D．200）やLaCta，ntius（A．　D．314）2）によって知られており，その典拠

とみられる『ウィシュタースプの書』はおそらくアルシャク王朝以前に渕りうるであろ

う。この間の事情，特にイラーン的背景については班。XKIINDISCI－1：Die　Or，al〈el　dc＄

Hystaspe＄，　Amsterdam　1929（G．WIDENGREN：Stand　und　Aufgaben　der　iranischen

ReligiOnsgeschich七e，　I」ciden　　1955，　pp．　［62］一［63：］；　dit七〇：　Ira，nisch－seniitische

Iくulturl）egegnung　in　pa，rthischer　Zei七，　1く61n　u．　Oplade11　1960　p．53　f．）；　Fr．

CuMoNT：La　fill　du　monde　selon　les　Magcs　occ童dcntでtux，．Revite　rle　l’h・istoi7’e　des

f’el’i．cr’iol？．s　CHI　（／931）PP．64－96；E．　BENvENISTE：Une　Apocalypsc　pchlevie，　le

　

zamasp－n汽mak，　thゴci．　CVI　（！932），　pp．337－380　（J．　C．　TAvAD工A：　Die　mittelPc「s－

lr：　chc　Sprachc　und　Litera七ur　der　Zarathustrier，　Leipzig　1956，｝）．125）；G．

MESSINA：IMa．gi　a　Betlemme，　Roma　1933，　pp．74－SO；clitto：Libro　Apocalit一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tico　Persiεmo　Ay説1凱r　i　Z翫n汽splk，　Roma　！939，　PP．112．ff．等を参照したい。

　　　　　　　　　　　　　　Li・　ctamtlusとAβy翫kar　i　Z翫m恥p玉kとZand　i　vahuman　Yを、snとの閥に多くの点

において綱一の蓑現が晃られることは，すでにはやくから知られている。終末観的予言

に関する部分について類文を例示してみると，Lac七an七iu＄：Divinae　Institutiones，
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　Aβy就k欲iZa艶τanの記数二一意義について

VH　16　cO1．791，11．14－22（∫．　P．　MIGNE：pctti・’olo8iae　Curs・；ts　C）oηnPletus　Tomus

VI．　Lεしctantii　Opera　Omnia　I，　Pari　1844）はever七entur（var．　eruen沈ur）fundi七us

civit就es，　a七que　interibuRt．，　non　modo　ferro　a七que重9ni，　verum　e土iam　七errae

mo嶺）・IS　adsidui．s，　e七eluvie　a儀ua．yum，　e七inorbis　fτe騨e痴もu．s，　e七：fa．me　crebTa．

a．er　eim　viti・abitur，　et　cor王’uP七u＄ac　pestilens　f童et，　modo　im｝）o畑nis　imbribus，

mOdO　inU七ili＄ICCi宅乏しte，　l11］llC　fi’iS・C，ribuS，　llUl／1C　aeSもibuS　nlmii＄，　neC士e17ra　hOmi．ni

da、bit　fmc七t三m．；nΩn　seges　q．uic璽u三、ま：n．，　x・（＞n　arbor，1：101／vi定ls　feret．　sed　cum　ill

fi．ore　spem　maxi：ユ｝．am　deder｛．ll．t，　in　fruge　dccl癖e王｝t．　　“園ぐには根抵から顕覆さ

れるであろう，そして鉄と火σ）みならず，不断の地震，水の氾灘，履次の疫病，慶璽な

る淫乱によっても滅びるであろう。実に大気は汚染きれて腐敗し病的となり，時には不

適な雨，時には無用なill乞燥，時には寒冷，時には過多の暑熱のために，大地も人間に果

実を提供しないであろう：すなわち畑はなにものももたらきず，樹木もブドウも濠たそ

うであって，これらは花に最大の希望をもたせるが，結実で（．人を）欺くであろう”

一一一．．・一一．．…
ﾆ一蒸”い，17司じ、〈　VI：115　col．786，　ll．15－！6には110n．　fides　in　homh11bus，

n．On　l）　a．X，．llOll　hUm．a．nl．ta・S，　nOn　pudor，　nOn．vCri亡asα’it＿…．．…“人びとのあいだに

は誠実も，誓約も，入道，謙譲も真実も存在しないであろう’㌧　　一一という。ZaHd

iVa．hum．al／　Ya．＄n　∬　4，1－4，2a＞ζよ　§41．．．aβrik需na・kk汽rlltv四七　i　E／rt＝護ypa・t6β銭，m

ut　za．man　i．　zv69　vil・r蕊n．　ka、r七an　n．C）首翫y奄t　§42　Zl・11　h3m．5・】．く　a．s］：n翫n　a．fir　nδzm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Sa・1）enet臨n　i　9，a・rln　v銭t　ut　hrtn　i　sart　viLt　raseU）E／r　1．lt℃6h．M　l　yava，rt託y翫｝｝1：：）e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　ba，re七v黍・riLll－iC　I・1　at　ha．．n9践m　i　zves　ne　v認r6t　h．a三脚一・c〈1《5＞vaτ6t　zra・fstr　ves　v翫rδt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ku　il・1）　u七iit・P　｛rδも員・n　ut　zil．1］ikitA　bξ…，．　kah6七u．t　a・βz翫ylsI｝1．）δn6　bav6t一　‘‘§41．．．

（ザラスシュトラの千年紀σ）終わりの第1G百年紀になると）1：1祥1；な雲も記しき風も，お

のカ§li奪と1肩鎖㊨こ『蒋を．1窪づmこと力計て3きなし、であろうG　　§　4．2　鋲湯ヨ凝は溝書駒弐難オもこめて1｝丁子蔓

のごとくなり，熱風と寒風が吹き来たって穀物の実や種を奪い去り，雨もおのが疇に降

らず，降るものも水より害虫の方を多く降らし，河川や泉の水は減じて増量することは

ないであろう”一一　　　　i．tt．i，岡じくH39．4．）には……9δβi§nid611わ肛囲r瓢

muδr“i　vi～lurt（髭ttβa．r’i　I’iLSt　9δβi§11圭r畿s瓶n　1．lt　h．i．k、l／－iij’・〈i＞ah．rεw翫n　ha、n96～iζ…n－

a．k最n　1）e　bav就…一一．“（マズダー一）匠気を：奉ずる人びとの需葉，正しい勝れた法宮の

簡章，公証人たちの．二葉および1：！：三イ溶者たちのそれも争いのもととなるであろう”一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソー　　　とカ〉，1王295）には　u七一s我1｝ジast　ut　Pa七m乱n　ut　riLstilh［n6st：］ut　aδvξin｛／．k　nδs℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ut　z熱h．iu．’ll邑（瓶r6nd　ut　Pat　pa．就kun源nd我par　ne馨s語nd．．。一　．‘‘（1．司じ隣にイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一96一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aβy翫tkar　i　Zarδraaの宗教史的意義について

ラーンに侵入する兇徒について言えば）かれらにはまた契約も約束も誠実も作法もなく，

またかれらは保証を守らず，契約を結ぶもそれを履行しないであろう”　　　　　とあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　る。これに照応するAβy翫tk謝i撚m鵠pik　XVI　12－146）には§12　ut翻dar蝋y

eguftak　u七sar七v展t　ut　garm　v説v蕊・eちut　ba・iurvar証n　kδm　be　bavet，　ut

zamik　ha6　bξLr　b69a．vet．§13　ut　bfim－6andalc　va．sik7ir　b6　bavδt　ut　va，s汎vδr翫n至h

b6　kUn歪七．　ut　variln　ap6－hang瓢l　var§t　ut　hrm　kδV我rδt　c■p6sitt　V語h　bavet　ut

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aβr　apar　a・smiLll　gart6t．　§14　　ut　dipiτ　hac　niplst　vat　翫y6毛　ut　ha，r　kas　haC　guf七

ut　gδβi甑inipi獣u七pa七m汎n　ap読6st6nd．　　“§12謹た虚空は顕倒し，寒風と

熱風が吹き，葉木の実は僅少となり，大地は果実をなくするだろう。§13　地震は数多

く趨こり多くの荒廃をもたらすであろう。雨は非時に降り，その降るものも無用の降雨

となって雲は天上をま来するであろう。§14また雫膿己は：報1｝1類をいつわって作成し，人

びとはみな，・警類や契約の文需に背反するであろう”　　　　　とある7）。　このような

出没異簡を対照すれば，これらがいずれもイラーンの古い予言書に発していることを首

固することができるであろう。またこれを裏返しにして言えば，Lact〔mtiuS：Op．　cit。

のイラーン絢習景を浮彫りにすることができると雷えるであろう。今，このような終末

観的類：文に顧みつつ，Viclδvdixt　223に及ぶと，そこにはイマによるワル構築の機縁と

なる豪雪のために，庶類の三分の一・のみよく難を避けるであろうとの予告がみえる。と

ころが1一・actantius：oP．　cit．，　VII　15　col．793，　Il．2－4をみると，　一“終末時”を

叙してde　cultoribus　etiam　Dei　duae　partes　in艶ribulユ七et　ter七ia（luae　fuerit

prob’ata　rel．11・■11ebit　・“神をあがめる人びとさえも，その三分の二は死し，難をま

ぬがれた三分の一は生き残るであろう”一一　　　といっており，両者は全く符節を合

している。　（LactantiusはDivinae　Institu七ionesの要約Epi七〇meの71章〔∫・P．1　II　IGN　F．：

o真cig．　co1．10E　O，　］1．．20－21〕ではita　fcrc　cluas　partcs　cxterniinal）i七，　terti、a　in　desert：as

solituclines　fugiet・といってその時出現する暴君を盆三語としている8）が，　Divinae　Institutiones

の方が典拠に忠実であると考えられる。）P「obare（probata）とはパフラヴィー語bδ姓an

　（b6xt）と闘一・の概念を示し，災厄をのがれるとか罪なきあかしを得るということであ

る。このLac伽〕七iusの文需から推測すれば，　Vid6vd批認：：：il二におけるワルのもつ役｝；i預が

すでに四丁糊的なものであったことを推知しうるのであるが，果たせるかな，パフラヴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソィー語鶉：にi歪るとこの点が端的に明瞭となる。例えばAβy継目riz翫m瓢Spik　XVH3

＿49），Denkart　6681G－669310）やBURdahiきn　218i2一一2！9．．11）などを参照すれば足り

る。要するに，終末の三つの千薙紀中の第二の千薙紀，いわゆるU甑七armahの千年糸己
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　Aβy蕊もkar　i　Zarδr翫nの宗教史的意義についで

に悪魔Malkδsが来て“マルコ・・一スの冬”を慧起こし，それが3年つづいたあと4年

縣にかれが退散しワルが開披して第二の創世がはじまるというのである。このようにみ

て来ると，ワルは終．始，終末観的性格をそなえていたことがわかる，そしてAβy醐颪r

izar6r翫11§62にみえる診療には明らかにこのワルのGegenbildがうかがわれるから，

その銅坊職ま本来は終末観的・役割を負～苛していたと要急なければならぬ。　この葺蚤者による愈率

釈はAβy猷k．翫iza・「琶1’il．lk§§17　b－21によって，さらに裏付けされる。

　まず§§17b－21を流布本についてみよう。けだし，この数節はヒttン王アルジャー

スプから二二人の使節が圧1の廟議をたずさえてイラーンのウィシュタPtスプ王のもとに来

て，王にザラスシュi．・ラ教を放棄するように迫り威嚇の乱塾を盛ったその書簡を捧細し

たのに対し，ウィシュタースブが海図たる軍将ザレールをしてしたためさせた返書であ

る。　§17b　ha．6　V鳶t汽sp遜翫h　i達積・aa　dahyupat　6　Arぎasp　i　xyδ1颪n鳶…rLh　ck－lllt§18

pa七fratumih　n6　ai7瞭hδn　dal　t：k．Pδ6a．k垣16m　ut　aPπkき茎1漁h　ha，ni］t§＄　n邑1）av6na

u七amah　6n　delユa．P§6・k　h・601・rma・dp・七iγ・・至t　u七bel・ehilem就b蕊漁h

dutlkar　miih　X6nih　X…舳§！’・）ii，n6δ　pali｝｛u樋・iR・・通・u七P・・τurv　i　7．・・a．・rt・t・9tiL　II

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ke　ne　k6f玉bulrz　u．t　lle　va㍑ufr　b琶pat　1癒！．．1（墨a．銚ihii．nユδn　a．＄1・ILn　tak　paδc：t・kiL｝1

vi6汽ri首n　§20　首m汽h　ha～3海めδ琶y6t心門k　am貢h　he．e　6毛ar我yξi1纂ut首m翫h　anaiLh

v6net　u七am翫h首ma1｝v6nεm・§21　L三七一t乱n　nimay6m　ku　66γ6n　za．t　bav翫七dξiv　liaCE

dast　yaZd盃・n一　　“§！7　b　エランの大王ウィシュタースプよリヒョンの王アルジャー

スプへ。慈なかれ。　§18　まず第一にわれらはこの濾浄な教えを放濡しないし，また

鵬1等と岡儒者となることもしない。そしてわれらはオーフルマズドからこの清浄な教え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと
をうけたもの，　（それを）放棄しないのみか，一・月内に卿等の」猿をすするとしよう。

§19　フトーース林とザルトゥシュトのムルウにおいて　　　それは麟1い1．1．．1と深い湊がな

くて颯々たる畷騎，そこにおいてこそ騎馬と勇敢な歩兵が行動することができる。§20

卿等はそこ（すなわち貴所）から（かしこへ）行かれよ，さらばわれらはここから行こ
　　　　　　　　　　　　　　まみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まみ

う。そして垢面はわれらに謡え，またわれらは鼠紙に兇えよう。§21　かくてわれら

は，魔が神々の手によってどのように倒されるであろうかを，発せるとしよう。”　．一

　　　このうちまず取り扱うべきは“フトース林”と“ザルトゥシュトのムルウ”であ

るQ‘‘フト・一ス林（H：utδs　i　Raz員r，あるいはHu鱒s　RazU］r）”　を　遷3unda撮．蓉n　K20

folio！16，　v．1．7（ch．a、P七。　XXIV）三2）：ARus三夏之AzuR　RAZURAN　ra七“Arus　i　R．a、z・．・ll’

（“臼林”）は9Au，二｝二【のうi．・”によって」．　MARKWART：Wchr眈tmd　A撒王3．g，　heira．usg．

von衰。　Iff．　SCI．IAF．DER，　Le重deR　1938，　p。155，　l／．1はAr窺s童「｛azllrと改読すべき
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aβy説醸riZarδra11の宗数史的意義について

ことを提唱するとともに，foc．　cit．　c．　n．2においてZand　i　VahumaR　Yasni3）で

はこの戦闘の舞台がSp蓉t　R－a痴rであることも指摘した。　A．　PAGLIARO：II　Testo

PahlavicO　Ay図説k菰r－i－Zarδr翫1烹，　Ronna　1925，　p．　565＝＝p．　16］　c．　n．　b　るま　蕪ut6s　i

I・ll　azv　a，　rとよみ，位置不明なるもマルウ平原らしいといっている。またE．　BENVENISTE：

Le　麹三6moria．i　de　J／ltar6r，　｝）obme　pehlevi　nユ乏しzd6en，．foiρ．7tal　Asia，tiGtee，　t．　220　（1932）

P．257，n．　iは｝，’／ut6s　Raz耽をむしろSl）6t：Razilr“臼林”の別称ではないかと雷い

ながら，AmsiRaz融‘‘白4味”を採り，かつ詩形再構では後述するように，三転さら

にA「us　i　Razvarとしている。そこで1｛u’c6s　Ra加rと爾一視されもするSP6t

Raz撫“白紙”とは河かといえば，いうまでもなくSpa6tita　RazuraとしてYa翫

1531に繊てくるもので，AurvasaraがKavi　H之しosravahと馬箪競争をするにあたっ

て勝利を風神V再・uに祈ろうとしている地である。ところが，つぎのYt．1532による

と，祈願も空しく“況アーリア林において（Vispe．・airc　Razuray，：L）”逆に打ち負かさ

れている。そうするとSpa6tita　Rαzur∈し＞SI：）et　Ra頒r“白湯”と“汎アーリア林”は

至近の矩離にあったと推ジ芝することができる。こうした林を競争路にえらぶの風はYt。

5r，eに更に示峻に寓む紀｝鰻をみせており，1魚vi　HaosrεLv誠｝は九周林（navt　。frftiwe－

resa’一razuτa・一　をこσ）ような競争路とするさいに第一一着になりたいとA1癒hi楓女神に

祈願をささげているQこれは固有名；講でるまなくして，九周して勝負を決する競争路のこ

とである14＞Qこれに喰い意昧をもつNau七｛Lka（“九周，九匝”）はAτ漁nQSがソグド

の麺として．挙げているところで（Ai｝aもasis　Alexandri　IH　28；IV　l8　　アレクサンド

ロス大王がダーレヨーシュ三世を殺したBCSSQSを追うて進軍したことを叙する際に），　今iヨの

　

Se．h「i＄abz（Balkl玉とSania，r璽anclとの中間）である。“臼林”や“汎アーリア林’，

がこの地か，その近くにあったろうことは，これを推測するに足る根拠力∫ある。たとい

HutδsくAv。鷺τ1飴。＄aを冠した林をただちにこのSP就Ra痴r“白林”そのものと

同定しないにしても，この種の策イラーン林中の一つとして，マルウ平原の東端に近

　　　く，Sahr｛sabz遮区と近距離の地に同定することは，尽きれてよいように思われる。

クールシュニ備の娘でダr一’・V’　1：1　t一シコ、一・世の妃となった　’tAτoooatとの関連を思わし

　　　　　　　　　ア　ヒ　めるこの名称を　暇s掘斗a　と結びつけて取り扱うことも課題となる（そういうさいの

Vi首楓Spaとはダーレ薫一シュー・世の父で“東方”のサトラプに任じていた人物）が，

しかしそれとともにAv．　Kロ七aOsa（Naotara家の出）はY七．153s－37においてKavi

Vi獣蕊sPaの妻とならんことをv汎W神に祈って聴許きれている事実の方が，より濫目

　　　　　　　　　　　　　　　さるべきである（ノ＼βy飛もk護隈『　i　z蒼ユ1ユtll，spik　x王「▽“　7－S　参具製）。筆者はKavi　Vi獣aspa
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　AβyatlSlar　i　Zarδr翫nの真数史的意義について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とダーレヨーシュー世の父Ws餓Spaとの綱定言題には触れずに，このYastの記載の

みをもって，Hu七δs　RazUr“フトーース林”がやはりSp6t　Razfir“臼林”と岡定されう

ること，またたとい認定きれなくても，それと遠くない地点にあったことを主張した

い。従って“フ｝・一ス林”をムルウ　（マルウ）と併挙するAβ頭tk翫三Zare「a．n§19

の立場は正当な根拠を有するものと考えざるをえない。それゆえに露．1號NVENISTE：

lOC．　cit．のAτus　i　Raz雷なる改読もその必要がなく，またvarと韻をふませる必

婆上Raz頑rをRazvI：L1”として§19をつぎのように6×5と再構しているのも賛し

がたい：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　が単なるva．r“湖

h．蕊．m6n“平坦な”が薫｛汎m伽（イラーン東部圏垣孟の大湖）と解釈されているのは最も不

可で，これでは§19の意味を全くくらましてしまうことになる。よって§19は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hu七δs　Raz嚢r　Murv　Zar毒US宅蕊ユ｝

　　　k奄nd　l〈6・f　burZ　U七11δvar　ZU’fr

　　　　　　　　　　　　　　　b6P　・■七1琢ndaS幽くE＞ih蕊m6n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　aspin　pa．δak．翫n　VlcitrlSn

　　　フトース林とザルトゥシュトのムルウとは

　　　山高からず漢浅し。

　　　陵夷の野なるかしここそ

　　　動かしやすの騎馬に兵。

と8×4に再構すべきである。　またMurvすなわちMarvは例のVid6vd就11こみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　える，いわゆる“州郡誌”では，！．D醸y翫河のAiryalla　Vae｝ah（上1葛P．94），2．

Gavii（Arriallos：op．　cit．　IV　l7のGabai。　かれはこれをマッサゲタイとの国境に

あるソグド地域においている）についで第三位を占め（Vid．1s），アフラ・マズダーは

“堅固、正儒のモウルを（　　　　　　　　　　　　　　　　込便δUrU！了し　S｛ir∈）m　asE　va，ngm）”輔造したとあり，ザンドにはこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れをMarv　i　a，βzE’Ll’i＝÷hamnbiMt］ahrav　l：Pat　1娠r　i　d獣ast蕊R　ut　kar七ar　ku－S　vas

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　100　一

　　　pat　Aτus　i　Razvar

　　　　　　　　　　　　　　　　ut　Marv　i　Zartustitn

　　　k6　n6　kδf　ut簸6　var

　　　pa七hiLn　da獣iH：汽m飛1｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　asp置n£a．k　vユ。飛rユsユユ

それに，この再構の難点はまだある

たり，　vai”ZU　lf　1“‘‘深い湖，　漢，，

Vers　la　Foret　Blanche

et　Ma．rv　la　Mazde．enne
　　　　　　　　　　　　，

r6gion．　sa，ns　mont　ni　lac，

dans　ce七te　pla．i．エle　de　H：汎m貢n

s’civanceront　nos　chevaux．

kδfiburz‘‘高い山”が単なるk6f‘‘山”になつ

　　　　　　”になっているのも気がかりだが，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aβy蕊t肱riZarδranの宗教史的意義について

andar　kunend〕15）　　‘‘強き　〔堅闘な〕，〔律法の課することに〕正信〔かつ実践的

な，すなわちそこでは多くの入びとがそれを実践しているところの〕Marv”

と訳註し，また1？・unclahign　205、譜）もMarv　i　kart誰ku－g　l凱r＜i＞diLtastan　vas

＋an（lar　ktm6nd‘‘ﾀ践的なる，すなわちそこでは多くの人びとが律法の課することを実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　践しているところのMarv”といっている。　それ故に皿urv　i　Za／l’tustiLll“ザルトゥ

シュト慧ザラスシュトラの（教えを奉ずる）Nurv”の表現は正鵠を得ている。それと

ともにBundahi首n　20611D　l　sp謡一ravi首n、・誌mat（；（Marvには）軍勢の進爵がたび

たびあった”という伊野も行兵の：不便でないことを裏書きしている。そしてこれらザラ

スシ：、トラ教国国の地はdk，gt　i　h蕊lnδn“平坦，陵夷の野”で“高山深漢なく”，かつ

そこで‘‘神々の手によって魔が打倒される”と§§19．21は露っているが，これは何

を意味しているのであろうか。

　もちろん，ここにみえる描写は実際の地形に即したものではあるが，決してそれのみ

にとどまるものでもない。この点については，BUndahi甑2281一．．11）を参照する必要が

ある。これは最後の総蕃判が行われて永生の・匿界が出現するときの状況を記したもので

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
ある：han　zamik〈i＞c1δSaz．V‘tP蕊。　6　friiZ・lh　i　9δ1煎滅βar6王・d　ut　bavet　fi’aSkart

andar→1azv証n　Pat　lくamak［i〕9るh汽n託もmarg　t21Lk　h三、m6一玉ユamδ一ravi首1ユ1h　6n－i69δβδt

ku　6避am1k撫vS汎r・・t謡首6p　ut　h71．m611　be　bav6t　k6’f一（SakETLt　ut　gavr　U七ul

（竃「i甑ut　f「6t　diL「i甑n6　bav§t　　“かの地獄の土は世界を拡げるために持ちかえら

れ，そして爾世界において建際しが起こり，（了．．σ兇）世界はその願い通りにいついつま

でも：不死となろう。またこういうことも（教典に）述べられている「この大地は一様で

無傾斜かつ平坦（h籏、工nδ11）となり，山の業と漢（gavr），隆起と陥没はなくなるであろ

う」と♂’　　　　一これによると，世界の拡張ということは上に出したVid6vd説2に

おいてイマがマズダーの指令をうけて実行したところで，いうなればこのBunda．hi前

句は終末時にわけるその野帰である。創世時や黄金時を終末時に再現する野帰的手法は

ザラスシュトラ教にみられる常套的現象で，珍しいことではない。われわれはその後に

顕現する傲界の｝illl写の方に，よt）　ll：1削する必要があるQ浄土教経典においては仏国土に

高由や井谷等がなくナ蜜，平門であるとされていることは人の知るところである。この類

似現象を追究することは今は避けて，かかる信仰がイラーンのものともして畢くから知

られていたことに注意を喚起したい。Plutarcho＄＝de　l＄ide　et　Osiride　47（C．　CI．EMEN：

1’；o・ntes　71／isafor’iae／～8”8ゴ。濡・Persicae，　Bo皿1920，　P．49，　Il．2－7）によると，決定

的の時が来てアレイマニオス（：＝．Arera　Mainvu）は疾；病と鱗餓をもちこむが却ってその
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　Aβy畿tkar　i　ZarErEnの宗教史的意義について

ために死を余儀なくされて消え失せ，“地は一様かつ平心となり，金入類は至福になっ

て岡じ欝語を用いるものとなり，一つの生活と一つの政府をもつこととなろう（τ｛lg麗

γ易。　♂π‘π6δoひんα～δμαλ窄cγεyOli6yOP9，　E’ya’β憂ルκα≧／Xt’cuv　πoλζτε～凌ン‘量レθρ（6πωンμακαρん。レ

κ廊δXtOγldi6atoy　dnd’vrtoy　rεytfoOa’c）”とある。δn　zam1k　h翫v語u王t．．．h翫m6具b6　bav6七

は全く　rt？g＿γなどπζπξδooκα～6μa’ITIgγεレ。μ釦ηCと同一である。またあθρ66πωン．．．

δμoγλ（6σσωンdrrtiyrtuyγε％σ∂αζはBu且dahi甑2251s一一1611）：mart6m　haka蛇n　han／－

v7tng　bav6nd“金人類は岡じ書語を用いるものとなろう”　と全く同一であり，もって

プルータルコスの記載を高く評価するに足るであろう。その他，世界の終末にあらわれ

る諸奇蹟についてしるす点も爾轡は幾多の類似点を有しているので，敬失した　Spand

NaSkの系統に属するものが共通の典拠となっていたことを思わしめるQそし・てその典

拠のアルシャク王朝時代以前にも渕りうることはこれまた，疑う余地がない。これは今

日の常識である。とすれば，Aβy［ttkiii’iZarδr諏§§19．21の宗教史的意義について，

もはやわれわれにはただ一つの結論しか許されていない。それは，本書がこの二節なら

びに§62においてもこのような論い4ラーンの伝統，ザラスシ＝トラ教的伝統に立脚

し，現実に展翻したであろう事象に終末観的賦彩を試みたものだという点にある。従っ

て本書においては，本来，終末観的であったものが故意に現在の晴点に移されるととも

に，ザラスシュトラ教の属土ともみられる東イラーンにそれが定鵯させられたかの観を

呈しているのである。かかる作業はマグシュ祭翔の手を経たものであり，従ってわれわ

れのAβy砒賊riZar6r翻がかれらの制定を経たものであることはいうまでもない。

この視点に立って§24をみるとき，マグシュ祭司に兵役義務の免除を瓢っている部分

もまた古くから本書の一部を構成していたものと見るべきであり，これを詩に再構する

さい，E．　BENVENISTE：OP．　cit．，　P．259のようにrtP“水”すなわちAnahl七女神を

削除することも富岳しがたい。これについては拙稿“A19＞，’tRtktlu’iZar6r翻の詩形再構

について”（『雷語研究』No．44）に詳論するところがあるから，参照願いたい。

　この小論を終えるにあたって，Aβy翫tk財izar喬翻1・i－i，上に、引用した諸節を筆

者の主張に従って詩形に再構すれば下のごとくになる。§20のみ6音節流行で，他はす

べて8音節詩行（一部｝こ破調を念む）をもって詩頒を形成している。

　　　　　　　　．v　．　v　　　．　一　　　一§　62　　Pas　、τlst汽sp－s展h　apar　Zezet、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　

　　　al）　rLC　6　kay－gas　mslnet

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　

　　　Z汎m翫sp磁aXS　6　pes　zv翫δet

　　　uも9δβ6t　ku＋am蕊h＋bavat
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ここにウィシュタースブ王たちあがり
ま

復たカイの座に坐したまい
しよう

相ジャーマースプ前に召し

さて欝う「われらに事起これ



Aβyatlcifir　i　z凝碗anの宗教史約意義について

bg　17

bg　18

gb　20

g　21

　　　　　　　　　6tδn　～S6γ6n　zamaSp　9δβeh

diz　rδδ6簾　framεΣyeal　kεしr七（■・11

ut　liat玉　diz　dar－band　aseHe且

　　　　aves我n＋puhr乱n　bra七ar乱n

u七＋viSpuh．r翫・ユandar　hilユユdiz

　　　　　　　　　　　　　ロ　fTεm恥em　kart’an　niSastan

6　（IE一しst　dU蓉n1611itll　n6　ra．Sδnd

h撫ユitaZm　sp五h．王）at　tak　Za．r6r

Passa・ZΨ6γ611　fram亘七kar七an

ku　ha6　vi五壇Sp互r五且da1｝yupat

δArぎ翫spiXyδ磁a甑hdr嚢t

fratUI1＝k　llδ　anユah　61玉　d6n　h三16m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ap翫k　Sm乱h　hanユーkes　ne　bavem

δll　dξ…R　ha～S　Ohrmazd　pa七iγ1’ELft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ut　b6且6　hilem　ut　be　Sn1乱h

dut至kar　mah　Xδnlh　X・ar奄m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SRユ翫h　hac　an6δ我y§t

　　　　　　　　　　t翫k　arn訊h　hac　et　tl　1‘

　　　U七Snユ託h　aln蕊h　ven6七

　　　　　　　u七aln翫h　smah　v軌e皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ut－at蕊n　llml翫yem　ceγδn

za七bavitt　dev　ha～S　dεしst　yazdan

ジャーマースプの言うごとく。

銅労われら築かしめ

城には鉄の糊をしも。

かの子らとはたはらからと
　　　　　うから

さては王族をその城に

入れてぞわれらおかしめば

敵手に絶つることなけん。」

勇将おおしきザレールは

カ〉くとし返・書つくらしむ

「エランの大王ウィシュタースブゆ

ヒョンの聖なるアルジ・eスプへ・惹1

まず纏われら棄てさらず　しなかれ。」

お　み　　　　と　も

御身と崇信たることもせじ。

　　　のり

この教主より受けたれば

棄てざるのみか，おんみらの

　　　　　　　　　　　つきぬち
」．．fl．Lをこそ飲まめ，月内にQ

弊1i等は｝璽ヌ折より孝雪げよカ〉し

さらばわれらはここよりす。

　　　　　　　　まみ
上等われらに見ゆれば

　　　　　　　　まみ
われら蜘等に見えなん。

　　　み
神の御手にて魔の打たる

さまをぞ下等に示さなん。」

　　　　（筆者は京都大学文学商≦講師）

註

i）ウズワ・・一リシュンの畿承はすべて中止した。また＋，〈〉，［］はそれぞれ改読，補入，

　酬徐を示すが，〔〕については尚お註15を参照のこと。訳：交中の（　）は筆奢が原典にない

　ものを加えたり，原典を要約したりしたことを示す。

2）Lack．　ntiusより少しあとにAmmianus　Marcellinus；Res　Gestae　XXIII　6もまた

　xρイσε匁によってVigtaspa／Hystaspesの生涯を叙している。

3）本書の章・節のわけ方はE．W．　W£ST＝PahlaVi　TeXtS　I（SBE．　VOL　V）OXfQrd　I880，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・一　103　一



Aβyatkar　i　Zarδ瓢三ユの引数輿的意義について

　　PP．189－235により，　またテクストは　Codices　Avestici　et　I）ahla　vici　Bibliothecae

　　Universitatis　Hafniensi＄　Vol．　　1　；T1．le　　Pah玉av圭　Co（Iices　K　20　＆　王く20b，　Copen三1agen

　　1931（以下単に1〈　20と略記）を底薩｛として校定した。ただし，註においてはこの写フ1く1・｛qの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　当山亥箇跡モと　　Kaikob盆d　AdεLrba（二i　NOSI－IERwANT：The　Text　of　The　Pahlav圭　Zand－i－

　　V6h負man　Yasht，　POona　1899の章・節とを併認することにした。　　　K20　folio　134，τ．

　　13一ユ9螺聾。＄hervレ・a鷺　IV　42－45．

4）　1〈　20f．133，　v．18－20　＝　Nosheywan　IV　37．

5）　K：20f．132，　v．4＿6譜聾osherwa珪IV　11．

6）　G．真1£sslNA：Lil）ro　ApQcalit．tico　Persiano　Ay飛．tk［ir　i　Z蕊m翫s募）三k，　Roma！939・

7）　なお！131－32　＝1〈20f，、132，　v．13一一133，　r．3篇NosherwaR　IV！6－20をも参照。　II　32

　　㍊K20　f．132，　v．20－f．！33，　r．3＝Nosheτwan　IV　201ま入岡がさらに媛小となる云々とい

　　って仏興と比較きるべきものを示唆する。

8）　‘‘Thu＄he　xvill　exterminate　two　parts　of　man．kind；the　third　will　fiy　for　reiuge

　　t◎　desert　placesノ，　（E・H・］3LAKENEY：1？irinani　Lactan七玉i　】呂pi毛orne　Institu七iOllUlll

　　Divinarum－Lactantius，　Epi毛ome　of　The　Divine　Institutes．　Edited　alユd　translatecl

　　with　a　Commelltclry　by．　，London　1950　P．122．このComnlen．taryにおいてはイラ

　　ーン的二野くについては侮ら触れていない。）

9）譲6参照。ただしここはパフラヴa一二文を欠きパーザンド文で．伝存している。　i・N’IESSINA

　　は」．J．　MODI：∫am註s碧i．　Pahlavi，　Pazand　aiid　Persiall　Texts＿．，　Bo．ml）ay　1903，　p．

　　73，1・一5，w・3～P．74，1．2，　w．4によってPazand　textをかかげ1’ahlavi語に蕎’1薄し

　　ている。

10）　テクストはThe　comPlete　Text　o至the　Pahlav圭1）inkai’d，＿uエ1（ler　the＄upe｝’visioll　o・t’

　　D・M・MADAN・Part　II，　Bombay　1911（いわゆるDkM・）。付1把した数掌はAO・一一ジと行数。

11）　The】3負ndahishn。　Being　a　Facs三mi豆e　oi　the　TD　Ma1瓢script　No．2byough七from

　　Pcrsia．，．・鷺di総d　by　Ervad　T。　D．　ANKLESARIA．＿，　Bombay　1908（いわゆる　IrBd。，

　　Gr13d・またはBdA・）・付記した数回はページと行数。

12）　ここのBundahi甑はいわゆるInclBcl。またはBdK。で，註11のとは異なる。　K　20に

　　ついては註3参照。

　　　また以下に展開する筆者の塞胃軸，各国姦によるパフラヴィー議llのそれぞれの読み方は，統

　　一をはかるために，筆者嵐に多少とも潤色されているところがある。

13）H工9・＝K2｛｝f・137，　v・6－14（このうち1・10にSp翫Raz諏がみえる）謹Noshoywan

　　VI（8），9，（10）．

14）　はやく　E・HERZFELD：Altpersische　hlschri耽en，｝3erlin　1938，　P．17Gによって重旨摘さ

　　れた。尚おこれに関する一．一般飽状況や，つぎに出る聾autakaについてはN・V．　1－II．NZ：

　　Zarathustra，　Stuttgart　1961，　p．31，　c．　nn．43－45参li｛1一《。

15）特にここの〔〕はザンド中の証にあたる部分を承し，訳：文中にもそれを採用した。

一　iO4　一


